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除染廃棄物：草木類（可燃物）
除去土壌：廃棄物ではない

除染廃棄物と災害廃棄物は別の扱い
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Ｑ１．再生利用された165万トンの処理費は？

環境省へ開示請求 2020.5.18
開示決定通知 2020.7.17
期限延長 2020.9.18開示決定等を行う

添付書類から判明したこと
2014年度～2019年度（6年間）の売却益 12.5億円
被災自動車、金属くず、廃バッテリー、廃油
の売払

これらを差し引いた支出済額合計を９月に開示予定



Ｑ２．除去土壌1,400万㎥の算出根拠は？



膨らみ続ける中間貯蔵施設費用

１兆１千億円（2015年）⇒１兆６千億円（2017年）

搬入量2,200万㎥ ⇒1,400万㎥（37％減）

搬入量は減っているのに、費用が膨らんでいる

それでもまだ不足するとして、再エネ財源から繰り
入れるという



環境省開示請求資料 2020.7.17
除去土壌等の中間貯蔵施設の案について
中間貯蔵施設等福島現地対策本部（復興庁）平成26年5月



2,200万㎥：航空機モニタリングによる放射能
濃度の推計値から換算⇓
1,400万㎥：実際の実測値
航空機モニタリングと換算式の精度に疑問



5,000億円増額の理由

輸送の安全対策や施設の仕様にかかる費用が不確
定であったが、事業が始まって具体化したため
2016年12月に試算変更を行った

施設仕様については県の外部の専門家会議を経
て具体化：
例）土壌貯蔵施設の公共水域への遮水対策や水
処理設備など水質管理を追加
復興に向けた仮置き場からの早期搬出のため中
間貯蔵に保管場を設置
輸送安全対策 フレコンバッグタグ全数管理
輸送全車両ＧＰＳ運行管理
水質管理は最初に入れておくべきものではないか



環境省電話質問2020.8.5

調査費 500

用地取得 1,900

施設整備 9,000

輸送 3,600

管理運営 1,100

合計 16,000

（億円）

場当たり的でずさんな計画



本末転倒の復興予算の使途
除染、減容化、中間貯蔵、除去土壌再利用のい
ずれも過大で不要不急
早期の避難指示解除のため⇒しかし大半の人は
戻っていない
本来優先すべきは、住民避難と賠償、健康管
理、汚染水の地上保管継続、イチエフ事故収束
では？９年経っても何も進んでいない
青天井の中間貯蔵施設予算
ロボット開発
国際教育研究拠点（国立研究開発法人）
等々 福島ばかりに使われていいのか



ご清聴ありがとうございました

中間貯蔵施設工事情報センターより


